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17　目的外使用禁止　東京電力株式会社

東→←西

角田・弥彦断層主部の地下探査結果（村山測線の深度断面図及び解釈）

村山測線において実施したS波地下探査及びボーリング調査の結果から，P波地下探査で
推定された断層の上部では，沖積層及びその基底面は若干東側に傾斜しており，傾動し
ている可能性は否定できないものの，同層基底面に明瞭な変位は認められない

（縦：横＝3：1）

0500900 800 700 600 400 300 200 100
距離（m）
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27　目的外使用禁止　東京電力株式会社

気比ノ宮断層主部の地下探査結果（気比ノ宮測線の深度断面図及び解釈）

←西 東→

気比ノ宮測線において実施したP波地下探査及びボーリング調査の結果から，阿多鳥浜
テフラ（Ata-Th，約0.24Ma）がボーリングコアで確認されており，地表露頭との高
度差ΔH＝220mが認められる（→平均変位速度≒約1m／千年）

気比ノ宮

（縦：横＝1：1）
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34　目的外使用禁止　東京電力株式会社

片貝断層主部の地下探査結果（Ka07-P1測線の深度断面図及び解釈）

Ka07-P1測線において実施したP波地下探査の結果，片貝断層は地下浅部の魚沼層内で
は断層化しておらず撓曲構造となっており，その鉛直変位量はZrテフラ（1.05Ma）で
300m程度である

Ka07-P1

柏崎刈羽
原子力発電所

与
板
背
斜

Pk：Pk（SK020）テフラ［0.85Ma］
Zr：Zr（SK030）テフラ［1.05Ma］
Iz ：Iz（SK100）テフラ［1.50Ma］
テフラの名称・年代は岸ほか（1996）による

片
貝
・
真
人
背
斜

←西 東→
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38　目的外使用禁止　東京電力株式会社

柏崎刈羽
原子力発電所

与
板
背
斜

片貝断層南部の地下探査結果（Ka07-P2測線の深度断面図及び解釈）

Pk：Pk（SK020）テフラ［0.85Ma］
Zr：Zr（SK030）テフラ［1.05Ma］
Iz ：Iz（SK100）テフラ［1.50Ma］
テフラの名称・年代は岸ほか（1996）による

Ka07-P2測線において実施したP波地下探査の結果，片貝断層南方延長部においては，
Izテフラ付近及びそれ以下の地層は東傾斜の同斜構造を示しており，断層の存在を示唆
する構造は認められないことから，片貝断層の南限と評価する

Ka07-P2

片
貝
・
真
人
背
斜

←西 東→



39　目的外使用禁止　東京電力株式会社

角田・弥彦断層，気比ノ宮断層，片貝断層は，それぞれ異なる丘陵の東翼に位置し，地
下構造としても幾何学的に異なる

角田・弥彦断層や気比ノ宮断層は，地下に明瞭な逆断層の構造が認められるのに対して，
片貝断層は緩やかな褶曲・撓曲構造が認められるのみである

気比ノ宮断層の構造

片貝断層の構造

角田・弥彦断層と気比ノ宮断層の構造

角田・弥彦断層／気比ノ宮断層／片貝断層の連続性（1）
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41　目的外使用禁止　東京電力株式会社

長岡平野西縁断層帯の評価

角田・弥彦断層
長さ約54km

気比ノ宮断層
長さ約22km

片貝断層
約16km

角田・弥彦断層，気比ノ宮断
層，片貝断層は，それぞれ個
別の断層として評価すること
を基本とする

なお，これらの断層の同時活
動についても不確かさの検討
として，念のため，考慮する




